
明
治
十
年
六
月

明
治
十
年
二
月

嘉
永
六
年
十
二
月

天
保
六
年
九
月

天
保
五
年
二
月

文
化
十
二
年
十
月

文
化
五
年
二
月

文
化
二
年
十
二
月

天
明
三
年
十
月

安
永
二
年
八
月

明
和
元
年
十
二
月

宝
暦
五
年
十
一
月

享
保
十
七
年
四
月

享
保
十
一
年
八
月

享
保
九
年
春

元
禄
十
四
年
十
一
月

元
禄
十
二
年
四
月

元
禄
十
二
年
三
月

元
禄
十
年
二
月

天
和
二
年

延
宝
七
年
四
月

延
宝
七
年
二
月

延
宝
七
年
一
月

寛
文
十
三
年
五
月

寛
文
十
二
年
八
月

元
禄
十
二
年
三
月

元
禄
十
年
二
月

天
和
二
年

延
宝
七
年
四
月

延
宝
七
年
二
月

延
宝
七
年
一
月

寛
文
十
三
年
五
月

寛
文
十
二
年
八
月

万
治
三
年
十
一
月

寛
永
十
六
年

寛
永
十
五
年
正
月

寛
永
十
四
年
十
二
月

寛
永
十
三
年
十
月

寛
永
十
二
年
七
月

元
和
八
年
十
二
月

元
和
八
年
一
一
月

元
和
八
年
五
月

慶
長
三
年
十
一
月

元
亀
三
年
五
月

永
禄
一
一
年
一
二
月

永
禄
一
一
年
八
月

永
禄
七
年
一
一
月

永
禄
七
年
五
月

永
禄
六
年
六
月

永
禄
六
年
一
月

永
禄
五
年
六
月

永
禄
五
年
二
月

永
禄
二
年
三
月

永
禄
元
年

弘
冶
三
年
八
月

天
文
二
十
三
年
三
月

永
正
十
年
霜
月

建
久
二
年
九
月

一
一
月

文
冶
元
年

治
承
四
年
九
月

延
久
二
年

1
8
7
7
年

1
8
5
3
年

1
8
3
5
年

1
8
3
4
年

1
8
2
9
年

1
8
0
8
年

1
8
0
5
年

1
7
8
3
年

1
7
7
3
年

1
7
6
4
年

1
7
5
5
年

1
7
3
2
年

1
7
2
6
年

1
7
2
4
年

1
7
0
1
年

1
6
9
9
年

1
6
8
2
年

1
6
7
9
年

1
6
7
3
年

1
6
7
2
年

1
6
9
9
年

1
6
9
7
年

1
6
8
2
年

1
6
7
9
年

1
6
7
3
年

1
6
7
2
年

1
6
6
0
年

1
6
3
9
年

1
6
3
8
年

1
6
3
7
年

1
6
3
6
年

1
6
3
5
年

1
6
2
2
年

1
5
9
8
年

1
5
7
2
年

1
5
6
8
年

1
5
6
4
年

1
5
6
3
年

1
5
6
2
年

1
5
5
9
年

1
5
5
8
年

1
5
5
7
年

1
5
5
4
年

1
5
1
3
年

1
1
9
1
年

1
1
8
5
年

1
1
8
0
年

１
０
７
０
年

大
河
平
六
四
戸
全
焼
す
る

大
河
平
鷹
丸
一
家
六
人
惨
殺
さ
る

西
南
の
役
起
こ
る

十
五
代
隆
芳
が
大
守
斎
彬
公
の
真
幸
地
方
巡
見
の
途
中
拝
謁
す
る

十
三
代
隆
章
五
台
隆
俊
・
隆
屋
三
男
隆
汎
の
墓
再
興
す
る

墓
敷
陣

十
五
代
隆
芳
　
鹿
児
島
城
に
て
大
守
斎
興
公
に
拝
謁
す
る

十
三
代
隆
章
大
守
斎
宣
公
に
熊
一
頭
献
上
す
る

一
四
代
隆
政
　
鹿
児
島
に
て
大
守
斎
宣
公
に
拝
謁
す
る

十
三
代
隆
章
　
鹿
児
島
城
に
て
大
守
斎
宣
公
に
拝
謁
す
る

休
兵
衛
と
改
る

十
三
代
隆
章
　
鹿
児
島
に
て
大
守
重
豪
公
に
拝
謁
す
る

十
二
代
隆
喜
　
鹿
児
島
城
に
て
大
守
重
豪
公
に
拝
謁
す
る

休
兵
衛
と
改
る

千
手
観
音
先
祖
冥
福
の
為
建
立
す
る

十
二
代
隆
喜
　
鹿
児
島
に
て
大
守
三
郎
君
に
拝
謁

休
右
衛
門
と
改
る

享
保
水
路
碑
を
建
立
す
る

石
床

十
一
代
隆
雄
鹿
児
島
城
に
て
大
守
綱
豊
公
に
拝
謁
す
る

地
神
建
立

大
河
平
小
学
校

隆
憲
鹿
児
島
に
て
大
守
綱
貴
公
に
拝
謁
す
る

喜
左
衛
門
と
改
る

隆
由
鹿
児
島
に
移
り

弟
隆
憲
大
河
平
在
番
を
代
行
す
る

十
代
隆
房
　
大
守
綱
貴
公
に
拝
謁
す
る

九
代
隆
由
鹿
児
島
に
住
む
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る

六
代
隆
商
の
三
男
籠
菊
が
頼
英
大
和
尚
位
狗
留
孫
山
十
二
代
佳
職
と
な
る

九
代
隆
由
光
久
公
参
勤
の
と
き
拝
謁

斑
魚
一
籠
竹
の
子
一
折
献
上

七
代
休
兵
衛
隆
賢
病
死
？
才

円
山
享
覚
居
士
墓
敷
陣

九
代
隆
由
鹿
児
島
城
で
大
守
光
久
公
御
前
に
て
白
銀
三
枚
拝
領

九
代
隆
由
光
久
公
参
勤
の
と
き
日
州
高
岡
で
拝
謁
す
る

休
石
衛
門
と
号
す

八
代
隆
良

た
か
す
け

病
死
？
才

学
宗
受
積
居
士
　
墓
敷
陣
に
建
立

十
代
隆
房
　
大
守
綱
貴
公
に
拝
謁
す

九
代
隆
由
鹿
児
島
に
す
む
よ
う
命
じ
ら
れ
る

六
代
隆
商
三
男
龍
菊
こ
と
頼
英
大
和
尚
位
狗
留
孫
山
十
二
台
住
職
と
な
る

九
代
隆
由
光
久
公
参
勤
の
と
き
拝
謁

斑
魚
一
籠
竹
の
子
一
折
献
上

七
代
休
兵
衛
隆
賢
病
死
？
才

円
山
享
覚
居
士
墓
敷
陣

九
代
隆
由
鹿
城
で
大
守
光
久
公
御
前
に
て
白
銀
三
枚
拝
領

九
代
隆
由
光
久
公
参
勤
の
と
き
日
州
高
岡
に
て
拝
謁

休
右
衛
門
と
号
す

八
代
隆
良

た
か
す
け

病
死
？
才

学
宗
受
積
居
士
　
墓
敷
陣

七
代
隆
賢
江
戸
に
て
綱
久
公
よ
り
摩
利
支
天
御
本
尊
を
拝
領
す

七
代
隆
賢
江

戸
に
て
又
三
郎
延
久
公
よ
り
豊
千
ノ
絵
を
拝
領
す

芳
牟
田
山
林
内
に
お
い
て

木
浦
木
八
重
尾
氏
と
論
争
あ
り
論
山
と
云
う

八
代
隆
良
大
守
光
久
公
に
日
州
吉
田
に
て
拝
謁

主
膳
と
号
す

七
代
隆
賢
鹿
児
島
城
に
て
年
賀
鈴
羊

ウ
シ
科
の
一
種

献
上

叔
父
隆
尚
鹿

児
島
に
移
る

七
代
隆
賢
鹿
児
島
で
大
守
家
久
公
に
拝
謁
す
る

鉄
砲
拝
領

五
代
隆
俊
の
室
ナ
ミ
没
九
二
才

来
香
妙
意
大
姉
の
墓
を
敷
陣
に
建
立

六
代
冶
部
少
輔
隆
商
病
死
五
三
才

財
室
宗
貨
居
士
の
墓
を
敷
陣
に
建
立

弟
細
右
衛
門
隆
尚

隆

重
二
男

人
質
と
し
て
加
治
木
に
移
ら
さ
れ
る

六
代
隆
商
大
守
家
久
公
参
勤
の
途
上
上
江
に
て
嫡
子
隆
賢
と
拝
謁
す
る

五
代
左
近
将
監
督
隆
俊
病
死
？
才

牲
山
上
座
墓
を
敷
陣

大
河
平
小
学
校
近

く

に
建
立

源
太
左
衛
門
隆
重
朝
鮮
の
役
に
て
戦
死
四
十
才

称
年
浄
心
居
士
　
墓
不
明

木
崎
原
合
戦

伊
東
方
三
千
人
で
攻
め
か
か
る
も
島
津
方
大
勝

大
河
平
神
社
建
立

伊
東
方
の
密
使
　
球
磨
皆
越
六
郎
左
衛
門
の
兄
宅
に
宿
泊
密
談
す
る

六
郎
左

衛
門
の
妻
ナ
ミ

二
代
隆
充
の
長
女

密
談
を
聞
き
義
弘
公
に
告
げ
る

こ
の

功
に
よ
り
大
河
平
五
代
目
を
嗣
す

義
弘
公
　
加
世
田
六
十
人
衆
を
率
い
て
飯
野
城
に
入
る

義
弘
二
九
才

伊
東
方
今
城
を
攻
め
る

今
城
合
戦
　
大
河
平
一
族
滅
亡

大
河
平
を
伊
東
方
が
攻
め
た
が
撃
退
さ
れ
る

戦
死
者
十
名

こ
の
功
に
よ
り

鍋

永
山

灰
塚

榎
田
の
三

所
を
賜
う

柿
木
原
に
今
城
を
築
く

三
代
仲
太
左
衛
門
隆
利
病
死
二
八
才

玉
翁
明
殊
居
士
　
墓
不
明

三
代
仲
太
左
衛
門
隆
利
栗
野
城
で
義
弘
公
に
臣
事
す
る

初
代
大
河
平
越
前
守
隆
屋
病
死
七
三
才

源
宅
宗
淵
居
士
　
墓
不
明

二
代
大
河
平
左
近
将
監
隆
充
病
死
五
三
才
一
中
良
竿
居
士
　
幕
不
明

前
年
末
か
ら
年
初
に
か
け
て
大
河
平
に
定
住
大
河
平
氏
と
な
る

球
磨
笠
木
の
戦
い
二
代
隆
充
の
嫡
男
弥
左
衛
門
隆
豊
戦
死

雪
窓
盛
居
士
　
幕

不
明

上
村
勢
敗
れ
頼
孝
長
蔵
飯
野
に
奔
る

こ
の
時
隆
屋
一
族
も
飯
野
に
奔

る 相
良
を
頼
る

晴
広
公
こ
れ
を
受
け
入
れ
館
を
築
き
住
ま
わ
す

こ
の
一
連
の

出
来
事
に
隆
屋
一
族
も
同
行
し
上
村
周
辺
に
落
ち
着
く

大
河
平
神
社
の
木
座
像
の
記
載
年
月
日
　
作
者
載

栄
西
褝
師
　
狗
留
孫
神
社
　
金
毘
羅
社
建
立

狗
留
孫
山

京
都
で
源
氏
に
斬
殺
さ
る

五
男
隆
俊
分
家

八
台
五
郎
隆
俊
と
な
る

菊
池
六
代
隆
直
反
平
家
武
装
蜂
起

藤
原
太
夫
則
隆
　
菊
池
に
下
向
し
定
住

大　　河　　平　　氏　　年　　表


